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4,479 4,534小学校 4,479人・ 中学校 4,534人　

　川口市では４月８日、 小学校4,479人、
中学校4,534人の新入生が市内の各学
校で入学式を行いました。 小学校では
学校長や来賓から 「おめでとうござ
います」 の祝福に 「ありがとうござい
ます」 と答える新一年生や、 中学校
では 「勉強や部活動に打ち込みたい」
 と学校生活に期待する新入生代表の
言葉もありました。 一人ひとりの児童
生徒の期待に応えることは政治の責任です。
　子どもたちが幸せに生きる日々を送るためには、 戦争のない平和な社会をつくるこ
とです。 同時に、「子どもの権利条約」でも定められている 「子ども主体」 の視点も大切
です。 党市議団は、 低学年基礎学力調査や国 ・ 県の学力テストは児童生徒を競争に
さらし学力向上にはつながらず、 学力テストではなく少人数学級や教員の自主的な授
業で、 一人ひとりの子どもへの支援を手厚くして学力の底上げを進めるべきと繰り返
し求めています。 
　教育の無償化を実現するために就学援助制度の拡充、 学校給食の無償化、 教育費
の保護者負担の軽減や、 子ども権利条約を踏まえた校則の見直しなど議会でも繰り返
し改善を求めています。
　みなさんのご意見 ・ ご要望をお寄せください。 みなさんの声を行政に生かすため共
にがんばります。

ご入学おめでとうございます

　４月６日（土）に鳩ヶ谷公民館で「学校給食を考える会」の総会と学習会が開かれ、
「隠れ教育費」研究所の福嶋尚子先生が、 「すべての子どもに権利保障型の無償給食
を」 テーマに講演をされました。

　給食がなければ、 親が労働の合間を縫って弁当を用意せねばならず、 弁当を持参
できず欠食になる子どもも出ます。 また、 給食があっても給食費の未納が発生し、 先
生が督促し大きな負担となります。 未納分を納入分で埋め合わせ、 メニューが一品減
ってしまう事もあります。 全国の給食費月額平均は小学校で4477円。 中学校で5121
円。 就学援助を受けても給食費は補助されません。 隠れ教育費の中でも給食費は重
いです。 「給食は成長や発達に不可欠なもの。 トイレや、 具合が悪い時の保健室のベ
ッドのように、 当たり前に無償で提供してほしい。 それができていない今の学校は、 生
存権が保障されていると言えるでしょうか」 と福嶋先生は訴えています。
　また、 福嶋先生は学校の給食施設を使って、 お年寄りや生活の苦しい人などにも食
事を提供する。「地域給食」 の構想を語ってくれました。 会場に満員の30名の参加者
が聞き入っていました。

すべての子どもに
権利保障型の
無償給食を

「学校給食を考える会」



新川口   No.1740

　

 

 

　社会的孤立をはじめとして、 生きる上での困難 ・ 生きづらさはあるが既存の制度の
対象となりにくいケースや、 いわゆる 「8050」 やダブルケアなど個人 ・ 世帯が複数の
生活上の課題を抱えており、 課題ごとの対応に加えてこれらの課題全体を捉えて関わ
っていくことが必要なケースなどが明らかとなっています。
　国はこうした課題に対応するため 「重層的新事業体制整備事業」 を進めています。
　●すべての人びとを対象に、 本人と支援者が継続的に関わるための専門職の相談
　　支援を重視する
　●同時に、住民同士が気にかけあう関係性を育むための 「地域づくりへの支援」 を
　　重視し、支援者による相談支援と両輪で地域のセーフティネットを充実する
    ●さらに、 これらの両輪をつなぐものとして、 一人のニーズを基に様々な関係者に
　　働きかけ、 本人にとって必要な資源を生み出していく「参加支援」を新たに設ける
　川口市でもこれまで準備をすすめてきました。今年度より本格実施となります。

①包括的相談新事業（断らない相談）
　重層的支援体制整備では、 地域住民などからの相談は多岐にわたり例えば高齢や
　介護、 障害、子育てなど分野や属性を問わずに相談を受け止めます。
②他機関共同事業
　複雑化したケース、 制度のはざまのケースは、 関係機関が連携して対応します。
　個別プランを作成し支援します。
③参加支援事業
　引きこもり当事者等の柔軟な社会参加を促進します。
④アウトリーチ等を通じた継続的支援事業
　支援につながらない人との信頼関係を構築します。
⑤地域づくり事業
　世代や分野を問わず交流できる 「居場所」 づくりを促進します。

相談機関の名称 電話番号 住所
中央地域包括支援センター 258-1750 幸町1-5-17 ２階
横曽根地域包括支援センター 250-4311 西川口6-7-4
西地域包括支援センター 240-6677 川口6-5-14 ２階
青木地域包括支援センター 252-1314 青木３-３-Ⅰ青木会館
上青木地域包括支援センター 240-1557 上青木1-10-21
前川地域包括支援センター 485-8118 前川3-4-5
南平地域包括支援センター 225-5888 末広2-15-19
南平みなみ地域包括支援センター 226-6615 領家1-24-17
新郷地域包括支援センター 286-7631 赤井1055サンテピア1階
新郷東地域包括支援センター 229-2515 峯901
神根地域包括支援センター 297-2777 道合1421神根福祉センター
神根東地域包括支援センター 298-3822 石神1560-1紫水苑
芝地域包括支援センター 267-2340 芝中田2-31-8
芝伊刈地域包括支援センター 264-7040 伊刈20芝福祉センター
芝西地域包括支援センター 263-0120 芝富士1-9-25エンゼルヘルプ
安行地域包括支援センター 290-2300 安行藤八501
戸塚地域包括支援センター 291-0037 東川口4-2-6 1階
戸塚西地域包括支援センター 498-2580 戸塚2-27-18
鳩ヶ谷東部地域包括支援センター 284-1250 桜町6-4-5鳩ヶ谷福祉センター
鳩ヶ谷西部地域包括支援センター 280-5222 辻958ベルホーム
川口市障害者相談支援センター「わかゆり」 284-7122 赤井1227
川口市障害者相談支援センター「きらり」 287-1210 八幡木1-19-5 2階
川口市障害者相談支援センター「グリーンハウス」 286-4112 安行慈林995-10メゾンツチヤ
川口市障害者相談支援センター「みぬま」 290-7371 木曽呂1374
川口市障害者相談支援センター「社協」 259-0230 青木3-3-Ⅰ青木会館
川口市障害者相談支援センター「いまむら」 299-5063 幸町1-5-17 2階
川口市障害者相談支援センター「めだか」 229-7835 戸塚3-37-11  2階
川口市障害者相談支援センター「ひふみ」 227-1236 元郷1-3-19
川口市障害者相談支援センター「ひなぎく」 485-1540 芝西2-31-15ウエストサイド1階
川口市障害者相談支援センター「ほっと」 290-8773 西川口2-11-5
利用者支援事業所「子育てサポートプラザ」 227-2233 本町3-6-30 4・5階
利用者支援事業所「子育てひろばポッポ♡」 同上 里1650-1鳩ヶ谷駅地下1階
利用者支援事業所「戸塚児童センターあすぱる」 294-7550 戸塚南4-10-2

生活困窮 川口市生活自立サポートセンター 299-8293 中青木1-5-1  5階
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「断らない相談」を実施する機関
他分野の問題でも断らずに、 適切につなぎ、 連携して対応します

川口市で「重層的支援体制整備事業」を実施します


